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議 会 の う ご き
１０日　鹿児島県市議会議員研修会（鹿児島市）全議員
１６日　議員定教問題調査検討特別委員会
２２日　総務文教委員会・河川改修対策調査特別委員会
２３日　議会運営委員会行政視察　〜２５日
２８日　議会運営委員会
　４日　議員定教問題調査検討特別委員会
１２日　産業廃棄物管理型最終処分場対策調査特別委員会行政視察
　　　　〜１４日
１５日　議会運営委員会
２０日　原子力発電所対策調査特別委員会
２６日　本会議
　６日　本会議（一般質問）
　７日　本会議（一般質問）
１０日　本会議（一般質問）
１４日　企画経済委員会・建設水道委員会
１７日　企画経済委員会・建設水道委員会
１８日　総務文教委員会・市民福祉委員会
１９日　総務文教委員会・市民福祉委員会
２７日　本会議

　本会議は、原則、どなたでも傍聴できま
す。
　傍聴席は市役所４階にありますので、傍
聴席入口の申込書に住所・氏名等を記入し
受付箱に入れて傍聴してください。
　庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティ
センター等、一部の市の施設でも本会議の
映像配信をしています。
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（12 月３日〜 12 月 26 日）

請 願 ・ 陳 情 の 処 理 状 況

１月

２月

３月

平成１９年第５回定例会 

番号 件              名 結  果
陳情第　８号 ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書の採択についての陳情書 不 　 採 　 択
陳情第　９号 建設関係建設コンサルタントの指名等級の見直しに関する陳情書 陳情取り下げ
陳情第１１号 日本の森林・林業・木材関連産業政策と国有林野事業の健全化を求め

る陳情書 採　　　　択

陳情第１２号 甑島航路の重要港湾川内港からの発着についての陳情書 採　　　　択
請願第１３号 鹿児島県消防広域化計画策定に対する請願書 請願取り下げ
請願第１４号 公契約条例制定に向けての請願書 不 　 採 　 択

意 　 見 　 書
次の意見書を可決し、関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先
鹿児島県核燃料税の定率配分に関する意見書 鹿児島県知事
森林・林業・木材関連産業政策と国有林野事業の
健全化を求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、
農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣

※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら、議会事務局に問い合わせください。
　（ホームページでもお知らせいたします。）

　川内駅前から国道３号にかけて
約１ｋｍ、木市・陶器市・お魚市
などさまざまな店が軒を連ねます。
また、川内駅前ステージではキャ
ラクターショーも開催されます。

きやんせふるさと
フェスタ

3月15日（土）〜16日（日）開催

　平成２０年１月１日発行新年号の６ページに掲載しました「平
成１８年度各会計決算収支状況表中、水道事業（収益的収支）」
に誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上げます。
　【歳出総額】　　　　　
　　　　　　　　　　正　１，２４８，１４５千円
　　　　　　　　　　誤　１，２８４，１４５千円
　【歳入歳出差引残額及び、実質収支】
　　　　　　　　　　正　　　１３８，７８１千円
　　　　　　　　　　誤　　　１０２，７８１千円

お詫びと訂正について

　川内駅より車で約30分のとこ
ろにある藤川天神は、太宰府に左
遷された後、ここに隠退、没した
とされる菅原道真公を祀る神社。
境内には道真公お手植えの一株が
繁茂したといわれる梅、約150本
があります。

藤
ふじか わ て ん じ ん

川天神臥
が

竜
りゅう

梅
ばい

見頃は、2月中旬から3月初旬
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◎財産の取得について次の４件が可決されました。

◎平成１９年度第２〜４回補正予算が可決されました。
区　　　　　分 予算現額 補正額 補正後の額

一　　般　　会　　計 47,466,809 136,567 47,603,376

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡易水道事業 751,100 8,932 760,032
温泉給湯事業 63,110 1,049 64,159
公共下水道事業 514,662 △9,979 504,683
漁業集落排水事業 114,680 55 114,735
天辰第一地区土地区画整理事業 1,697,844 △129,348 1,568,496
川内駅周辺地区土地区画整理事業 944,482 20,239 964,721
入来温泉場地区土地区画整理事業 250,443 170 250,613
国民健康保険直営診療施設勘定 1,011,962 △6,139 1,005,823
介護サービス事業 232,293 616 232,909
国民健康保険事業 11,727,650 165,944 11,893,594
老人保健医療事業 13,832,400 23,166 13,855,566
介護保険事業 8,398,029 202,960 8,600,989

　　公営企業会計（水道事業）
収益的収入 1,364,279 0 1,364,279
収益的支出 1,330,426 757 1,331,183
資本的収入 166,694 0 166,694
資本的支出 1,060,059 58 1,060,117

　　公営企業会計（自動車運送事業）
収益的収入 128,364 0 128,364
収益的支出 128,364 （組替え）0 128,364
資本的収入 300 0 300
資本的支出 801 0 801

（一般会計）
　・大雨による林道椿線の地すべり災害復旧（上甑町平良地内）　１００，０００千円
（特別会計　国民健康保険事業）
　・高額療養費（未申請者に対するもの）　１５１，２００千円

主な内訳

１. ICカード標準システム機器の購入
　　●証明書広域交付サーバ…………１台
　　●自動交付機………………………４台
　　●窓口交付端末……………………８台
　　●移動連絡車端末…………………２台　　　　　　　一式　２７，９７５，１５０円

２. 小学校教育用コンピュータの購入
　　コンピュータ２４７台及びその周辺機器等　　　　　　　　５９，４３０，０００円
　　●水引小学校……３３台　　●育英小学校……４０台　　●八幡小学校……１５台
　　●高来小学校……２３台　　●城上小学校……１４台　　●吉川小学校………７台
　　●陽成小学校……１２台　　●湯田小学校……１０台　　●西方小学校………７台
　　●樋脇小学校……３１台　　●市比野小学校…３８台　　●倉野小学校………５台
　　●藤本小学校………５台　　●野下小学校………７台

３. 本土・甑島間ネッワーク増速整備用の光ファイバケーブル心線の購入
　　光ファイバケーブル心線（６心）３９，１００メートル　　　２３，２７２，３０５円

４. 支所用パソコンの購入
　　統合内部システムの導入に伴う機器整備用　１９５台　　　２３，３４１，５００円

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

平成１９年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算  

原案可決議案第１７９号

平成１９年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７７号

平成１９年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決議案第１８０号

平成１９年度薩摩川内市水道事業会計補正予算 原案可決議案第１８４号

薩摩川内市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について     原案可決議案第１４６号

薩摩川内市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について    

原案可決議案第１７０号

本会議審議（委員会への付託省略分）
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び鹿児島県市町村総合事務組合規約の変更について

原案可決議案第１３８号

鹿児島県市町村総合事務組合の財産処分について 原案可決議案第１３９号

財産の取得について（ＩＣカード標準システム機器） 原案可決議案第１４０号

鹿児島県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数
の減少について

原案可決議案第１４１号

人権擁護委員候補者の推薦について  同　　意議案第１８６号
〜議案第１８９号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１９０号

（単位：千円）

平成１９年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７６号

平成１９年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決議案第１７８号

平成１９年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７４号

平成１９年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７５号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市自動車運送事業会計補正予算 原案可決議案第１８５号

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算 

原案可決議案第１８１号

平成１９年度薩摩川内市介護サービス事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８２号

平成１９年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８３号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７３号

財産の取得について（小学校教育用コンピュータ） 原案可決議案第１４５号
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一　般　質　問
⑫　樗木　孝治　議員　（薩摩川内会） 

⑭　寺脇　幸一　議員　（むつみ会）

◎以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙面の
　都合上、質問項目のうち議員が希望した１項目
　を掲載してあります。
　詳しくは会議録をご覧ください。なお、議員名
　の後段の（　）内は所属会派の名称です。

１　県道４３号線の整備状況について
２　原子力発電所立地（旧高江村）地元３町に
　対する支援策について

１　自治基本条例の策定について
２　甑島の漁業振興のために

③　江口　是彦　議員　（青雲会）

１　市長の政治姿勢について
２　福祉行政について

 ①　高橋　修二　議員  （友和会）

１　認定農業者の現状と今後の育成について

 ②　鷺山　和平　議員  （むつみ会）
１　川内・甑島航路開設に向けての構想等につ
　いて
２　上甑島の道路整備について

⑬　佃　昌樹　議員　（市民クラブ）

１　自治基本条例の制定に向けた取組
２　核燃料税と使用済核燃料税についての対応
３　災害時における救援物資の提供
４　インフルエンザ菌ｂ型（Hib）対策への方針

１　上甑の渇水対策について

④　福田　俊一郎　議員　（薩摩川内会）

 ⑤　瀬尾　和敬　議員　（青雲会）

 ⑥　川添　公貴　議員　（創政会）

⑦　和田　岸夫　議員　（むつみ会）

⑧　井上　勝博　議員　（日本共産党）

１　市職員の資質向上策について
２　民間活力によるまちづくり構想について
３　全国学力テストについて

１　安心子育て・薩摩川内市宣言について

１　公共関与型産廃施設建設問題について
２　後期高齢者医療制度について
３　自衛隊への個人情報提供問題について

１　市政への提言
２　公共関与型管理型最終処分場に関連して
３　一般競争入札について

⑨　今塩屋　裕一　議員　（薩摩川内会）

１　入湯税について
２　工業団地について

⑮　種田　弘二郎　議員　（新生会）
１　児童生徒の表彰制度の制定について
２　学校の運動場のライン引きなどに使用され
　ている消石灰について

⑯　杉薗　道朗　議員　（公明党）
１　外来有害生物への対応について
２　ハイタウン平佐住宅に郵便ポストを
３　陸上競技場に照明設備を
４　内部障害、内臓疾患患者の安全、安心の確
　保について

⑰　古里　貞義　議員　（新生会）
１　第一次薩摩川内市農業振興基本計画策定の
　取組について
２　職員給与の格差是正について

⑱　堀之内　盛良　議員　（むつみ会）
１　緑の基本計画策定について

⑪　中島　由美子　議員　（公明党）
１　インフルエンザ対策について
２　妊婦健診５回までの無料化について
３　ＡＥＤ設置状況と貸出しについて
４　学校司書の嘱託化に向けてと図書室の読書
　環境について

⑩　江畑　芳幸　議員　（市民クラブ）
１　消防広域化に対する考えは
２　森林政策について
３　観光施設のＰＲ手法について

⑲　宮里　兼実　議員　（むつみ会）
１　電源立地地域薩摩川内市地区近未来バイオ
　クリーン総合研究センターの誘致運動につい
　て

⑳　森永　靖子　議員　（薩摩川内会）
１　竜宮文化フェスタ　こしきの恵・食の祭典
　について
２　ファミリーサポートセンターについて

薩摩川内市普通公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１５６号

薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１５７号

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

市民福祉委員会への付託分

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６７号

薩摩川内市児童育成施設条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決議案第１５５号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算   

原案可決議案第１６５号

平成１９年度薩摩川内市老人保健医療事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６８号

薩摩川内市後期高齢者医療に関する条例の制定について 原案可決議案第１７１号

薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて    

原案可決議案第１７２号 

建設水道委員会への付託分 

薩摩川内市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定につ
いて  

原案可決議案第１５８号

平成１９年度薩摩川内市介護サービス事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６６号

平成１９年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６９号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６０号

平成１９年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６１号

平成１９年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６２号

平成１９年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決議案第１６３号

平成１９年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算  

原案可決議案第１６４号

総務文教委員会への付託分
薩摩川内市報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正す
る条例の制定について

修正可決議案第　８３号

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

原案可決議案第１４３号

薩摩川内市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について 原案可決議案第１４２号

薩摩川内市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１４４号
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を
し
、
十
二
月
六
日
の
鹿
児
島
県
産
業

廃
棄
物
専
門
委
員
会
に
報
告
し
た
立
地

可
能
性
等
調
査
結
果
の
概
要
及
び
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
た
。

　

ま
ず
、
地
質
調
査
と
し
て
文
献
調
査

結
果
、
現
地
調
査
結
果
、
候
補
地
周
辺

の
地
下
水
状
況
、
第
四
紀
断
層
調
査
結

果
及
び
鉱
山
坑
道
分
布
調
査
結
果
、
静

水
圧
透
水
実
験
と
し
て
静
水
圧
透
水
実

験
の
概
要
及
び
候
補
地
基
礎
岩
盤
の
透

水
性
の
評
価
並
び
に
遮
水
構
造
と
し
て

遮
水
工
の
概
要
、
遮
水
工
の
検
討
（
遮

水
構
造
の
選
定
フ
ロ
ー
）、底
盤
部
遮
水

構
造
の
検
討
、
法
面
部
遮
水
構
造
の
検

討
、
当
候
補
地
に
お
け
る
遮
水
構
造
の

提
案
及
び
他
県
の
公
共
関
与
事
業
に
お

け
る
遮
水
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

次
に
、
鹿
児
島
県
産
業
廃
棄
物
専
門

委
員
会
で
の
主
な
意
見
及
び
そ
の
他
の

意
見
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
専
門
委

員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
元
説
明
会

で
は
用
語
解
説
の
資
料
を
追
加
し
て
い

る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
立
地
可
能
性
等
調
査
の
う
ち
、

覆
蓋
施
設
の
検
討
、
施
設
の
配
置
計
画

及
び
浸
出
水
処
理
施
設
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
来
年
三
月
開
催
予
定
の
鹿

児
島
県
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員
会
に
お

い
て
報
告
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
他
の
生
活
環
境
等
の
影
響
調

査
に
つ
い
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

説
明
を
受
け
、
そ
の
都
度
、
市
、
市
議

会
、
地
元
住
民
等
に
説
明
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
今
月
二
十
六
日
に
は
、
要
望
が
あ

っ
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
よ
る
振
動
・
騒

音
調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
鹿
児
島
県
が
市
、
市
議
会
、
地
元
住

民
等
へ
説
明
す
る
際
に
は
、
口
頭
の
説

明
で
は
誠
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
文
書
に
よ
る
報
告
・
説

明
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

②
鹿
児
島
県
は
、
県
内
に
産
業
廃
棄
物

管
理
型
最
終
処
分
場
が
一
ヵ
所
も
な
い

現
状
を
認
識
し
、
県
の
考
え
方
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
地
元
住
民
等
と

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た

い
。

③
鹿
児
島
県
の
主
催
で
行
う
地
元
説
明

会
に
お
い
て
は
、
ル
ジ
オ
ン
値
な
ど
の

専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解

し
や
す
い
表
現
と
す
る
こ
と
や
、
簡
易

模
型
等
を
用
い
る
な
ど
、
説
明
要
領
を

工
夫
さ
れ
た
い
。

④
採
石
場
の
操
業
継
続
に
つ
い
て
は
、

地
元
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
業
者
と

十
分
協
議
を
行
わ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

修
二

質
問　

本
市
の
認
定
基
準
と
し
て
、
所

得
目
標
、
年
間
三
百
八
十
万
円
程
度
、

労
働
時
間
目
標
、
年
間
二
千
時
間
程
度

と
な
っ
て
い
る
が
、
認
定
状
況
は
ど
う

か
。
五
年
毎
の
更
新
で
再
認
定
、
再
々

認
定
者
も
い
る
が
、
改
善
計
画
の
目
標

達
成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
こ
れ
ら
未
達
成
者
に
対
す
る
育
成

支
援
方
法
と
本
市
で
の
認
定
農
業
者
の

数
値
目
標
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺
う
。

答
弁　

現
在
、
本
市
の
中
に
は
認
定
農

業
者
が
二
百
二
名
、
個
人
が
百
七
十
九

名
、
法
人
が
二
十
三
団
体
い
る
。
改
善

計
画
の
目
標
達
成
状
況
で
は
、
大
体
七

割
以
上
の
方
が
所
得
目
標
は
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
労
働
時
間
目
標
は
な
か

な
か
農
業
者
の
皆
さ
ん
方
に
は
達
成
し

が
た
い
数
値
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
反
省
を
踏

ま
え
て
、
今
後
、
認
定
農
業
者
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
参
り
た

い
。
本
市
の
認
定
農
業
者
の
目
標
数
は

二
百
二
十
四
名
で
あ
る
。

認
定
農
業
者
の
現
状
と
今
後
の

育
成
に
つ
い
て

薩
摩
川
内
市
の
「
自
治
基
本
条

例
」
策
定
計
画
に
つ
い
て

江
口　

是
彦

質
問　

①
策
定
し
よ
う
と
す
る
自
治
基

本
条
例
の
特
徴
は
何
か
。
こ
の
条
例
の

中
で
、
薩
摩
川
内
市
は
何
を
大
事
に
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
規
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
②
市
民
参
画
・
協
働
の
仕
組

み
づ
く
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
策

定
過
程
で
の
「
協
働
」
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
③
「
市
民
投
票
制

度
」
に
つ
い
て
も
、
条
例
の
中
に
し
っ

か
り
書
き
込
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

は
、
地
区
振
興
計
画
等
を
策
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
そ
の
活
動
根
拠
を
規
定
し
て
な

か
っ
た
の
で
、
条
例
化
し
た
い
。
条
例

を
つ
く
る
際
に
は
、
情
報
共
有
や
協
働

・
参
画
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
大
事
に

し
た
い
。
②
市
内
四
十
八
ヵ
所
を
め
ど

に
開
催
す
る
意
見
交
換
会
、
総
合
計
画

審
議
会
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
女
性
五
十

人
委
員
会
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
の
機
会
を
協
働
と
考
え
て
い
る
。
③

本
市
と
し
て
は
、
民
意
の
反
映
は
議
会

を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
住
民
投
票
制

度
は
消
極
的
に
解
し
て
い
る
。

質
問　

市
長
は
九
州
新
幹
線
全
線
開
通

時
ま
で
に
は
、
川
内
・
甑
島
間
に
超
高

速
船
を
就
航
さ
せ
た
い
と
答
弁
さ
れ
て

い
る
が
、
川
内
・
甑
島
航
路
の
開
設
は
、

島
民
の
利
便
性
の
向
上
、
観
光
産
業
の

振
興
促
進
、
薩
摩
川
内
市
民
の
一
体
感

醸
成
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
が
、
薩
摩
川
内
市
が
建
造
を

計
画
し
て
い
る
超
高
速
船
の
性
能
及
び

実
現
の
た
め
の
課
題
を
示
さ
れ
た
い
。

答
弁　

私
は
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
甑

島
に
つ
い
て
は
、
「
宝
の
島
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に
申
し

て
き
た
。
こ
の
航
路
を
実
現
す
る
た
め

に
は
「
財
源
の
確
保
」、「
運
航
事
業
者

の
決
定
」、「
川
内
港
の
整
備
」
等
の
課

題
が
あ
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

甑
島
市
民
の
お
考
え
、
意
見
で
あ
る
。

な
お
、
超
高
速
船
に
つ
い
て
は
、
時
速

七
十
キ
ロ
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

川
内
・
甑
島
航
路
開
設
に
向
け

て
の
構
想
等
に
つ
い
て

鷺
山　

和
平

災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
の

提
供
に
つ
い
て

福
田　

俊
一
郎

質
問　

①
災
害
時
に
お
け
る
各
地
か
ら

の
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の

方
針
は
。
②
食
料
、
飲
料
水
、
生
活
必

需
品
等
の
備
蓄
物
資
計
画
に
お
け
る
流

通
在
庫
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
民
間
業
者

等
と
の
食
料
供
給
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
組
は
。
③
災
害
対
応

型
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　

①
規
定
に
基
づ
い
て
、
問
題
の

な
い
よ
う
対
処
し
て
参
り
た
い
。
②
食

料
供
給
協
定
等
は
、
ま
だ
締
結
し
て
い

な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
参
り
た
い
。
③
災
害
時
に
お
い
て
、

飲
料
水
の
確
保
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

瀬
尾　

和
敬

平成１９年第５回定例会議決結果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

企画経済委員会への付託分

財産の取得について（光ファイバケーブル心線） 原案可決議案第１４７号

薩摩川内市の農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

原案可決議案第１４９号

薩摩川内市祁答院いむた滝の山森林浴の森条例の一部を改正す
る条例の制定について  

原案可決議案第１５０号

薩摩川内市東郷温泉総合施設条例の一部を改正する条例の制定
について     

原案可決議案第１５１号

薩摩川内市いこいの村いむた池条例の一部を改正する条例の制
定について 

原案可決議案第１５２号

薩摩川内市里交流センター条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 

原案可決議案第１５３号 

薩摩川内市塔之原活性化施設条例の一部を改正する条例の制定
について 

原案可決議案第１５４号

財産の取得について（支所用パソコン） 原案可決議案第１４８号 

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号



質
問　

上
甑
島
は
山
が
浅
く
、
保
水
力

が
弱
い
為
、
今
年
み
た
い
に
秋
以
降
雨

が
少
な
い
と
、
水
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
る
。
毎
日
節
水
を
呼
び
掛
け
て
い

る
が
限
界
が
あ
る
。
雨
頼
み
で
は
な
く
、

緊
急
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
三
年
後
に
は
上
甑
町
の
簡
易
水
道

が
一
本
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
長
期

的
観
点
に
立
ち
、
抜
本
的
な
対
策
が
必

⑤ 平成20年３月１日発行薩摩川内市議会だより ⑩平成20年３月１日発行 薩摩川内市議会だより

対
応
さ
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

郊
外
の
市
営
住
宅
の
用
途
廃
止
に
当

た
っ
て
は
、
新
た
な
住
宅
を
建
設
さ
れ

た
い
。

（
二
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
区
画
整
理
事
業
に
伴
っ
て
、
柴
垣
湯

及
び
ア
ゼ
ロ
湯
を
整
備
す
る
際
は
、
景

観
を
含
め
、
温
泉
設
備
の
仕
様
等
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
た
い
。

②
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
補
助
枠
を
確
保
し
、
未
完
了
地
区

の
早
期
完
了
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
九
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

本
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
今

後
、
職
員
が
意
欲
を
持
っ
て
自
己
啓
発

で
き
る
よ
う
制
度
を
推
進
さ
れ
た
い
。

（
二
）
薩
摩
川
内
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
条
例
の
施
行
に
あ
っ
て
は
、
実
質

的
に
事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
入
湯
税
の
趣
旨
に
つ
い
て
広
報

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
等

の
目
的
税
の
性
格
を
配
慮
さ
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
統
一
は
理

解
す
る
が
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
配
慮
と
、

保
護
者
へ
の
援
助
を
早
期
に
検
討
さ
れ

た
い
。

②
司
書
補
嘱
託
員
の
報
酬
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
専
門
性
を
考
慮
し
た
額
を
検
討
さ

れ
た
い
。

③
司
書
補
嘱
託
員
の
配
置
に
あ
っ
て
は
、

管
理
面
よ
り
も
教
育
的
視
野
に
立
っ
て

実
施
し
、
各
学
校
現
場
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
業
務
の
平
準
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。

④
女
性
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
に
あ
っ

て
は
、
組
織
の
状
況
を
考
慮
し
、
調
整

さ
れ
た
い
。

⑤
薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園
の
陸
上

競
技
場
照
明
、
周
回
道
路
の
外
灯
に
つ

い
て
は
、
防
犯
灯
も
兼
ね
る
こ
と
か
ら

積
極
的
に
設
置
を
進
め
ら
れ
た
い
。

⑥
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
建
物
が
多
い
市
街
部
に
お
い
て

は
、
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、

優
先
的
な
整
備
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

（
四
）
薩
摩
川
内
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

①
人
員
適
正
化
の
一
環
と
し
て
職
員
数

削
減
だ
け
の
取
組
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
給
与
引
下
げ

の
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

②
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
額

に
対
し
て
は
、
人
員
削
減
等
の
対
応
に

つ
い
て
、
努
力
さ
れ
た
い
。

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
一
日
開
催

（
一
）
立
地
可
能
性
等
調
査
結
果
及
び

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て

　

参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
中
薗
参
事
、
藤

崎
技
術
補
佐
及
び
中
村
主
幹
兼
係
長
、

薩
摩
川
内
市
駐
在
の
前
田
参
事
、
種
子

島
参
事
及
び
新
田
参
事
付
並
び
に
県
が

調
査
を
委
託
し
て
い
る
応
用
地
質
株
式

会
社
の
大
山
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
及
び

眞
鍋
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
に
出
席
要
請

質
問　

新
し
い
行
政
課
題
と
し
て
、
保

育
園
・
幼
稚
園
の
無
料
化
、
も
し
く
は

全
世
帯
一
律
低
額
料
金
化
、
さ
ら
に
、

中
学
校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
自
己
負

担
の
無
料
化
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。
市
民
・
子
育
て
世
代
の
経
費
を
軽

減
す
る
事
で
、
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
、

ま
た
、
少
子
化
対
策
に
な
る
と
考
え
る
。

更
に
、
若
年
人
口
も
増
え
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
奨
励
金
の
支
払
方

法
の
見
直
し
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　

安
心
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
同
感
で
あ
る
。
本

年
四
月
か
ら
よ
う
や
く
三
歳
児
未
満
に

つ
い
て
の
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
実
際
に
そ
う
な
る

に
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
成
二
十
一
年
度
に
見
直
す
薩

摩
川
内
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
子
育
て
し
や
す
い
よ
う

に
、
少
し
で
も
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
性
を
見
出

し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
就
園
奨
励
金

の
関
係
は
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

各
特
別
委
員
会

報
告

質
問　

今
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
本
市
の
児
童

生
徒
の
学
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。
こ
の
学
力
テ
ス
ト
で

は
、
た
だ
単
に
学
力
の
み
を
調
査
す
る

の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
家
庭
で
の

生
活
態
度
等
ま
で
調
査
し
て
い
る
点
に

は
驚
い
た
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁　

小
学
校
は
、
国
語
・
算
数
と
も

に
県
の
平
均
正
答
率
を
全
て
上
回
っ
て

い
た
。
中
学
校
は
、
国
語
も
算
数
も
県

の
平
均
正
答
率
と
同
等
で
あ
り
、
本
市

の
小
・
中
学
校
と
も
学
力
は
劣
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
国
の
調
査
結
果
の
分
析

に
よ
る
と
、
基
礎
的
な
知
識
に
比
べ
て
、

そ
の
知
識
を
活
用
す
る
能
力
が
低
い
と

い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
本
市
も
同
じ

傾
向
だ
っ
た
。
ま
た
、
学
習
状
況
調
査

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
生
活
習

慣
と
学
力
の
相
関
関
係
は
非
常
に
深
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
結
果
を
受
け
、
各
学
校
に
は
児
童
生

徒
に
知
識
、
技
能
を
活
用
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
授

業
の
改
善
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
、
家

庭
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
た
い
。

安
心
子
育
て
・
薩
摩
川
内
市
宣

言
に
つ
い
て

川
添　

公
貴

上
甑
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て

和
田　

岸
夫

要
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

緊
急
の
対
策
は
、
利
用
可
能
な

河
川
水
の
活
用
や
浅
井
戸
の
試
掘
等
の

実
施
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
断
水
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

長
期
的
な
観
点
か
ら
の
対
策
は
、
里
地

区
か
ら
簡
易
水
道
を
結
び
、
上
甑
島
全

体
で
の
有
効
な
水
の
運
用
が
で
き
な
い

か
、
水
道
事
業
の
統
合
な
ど
を
含
め
て

検
討
す
る
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

①
保
険
料
を
安
く
す
る
た
め
に

県
へ
財
政
支
援
を
求
め
る
つ
も
り
は
な

い
か
。
②
高
齢
者
の
滞
納
者
か
ら
保
険

証
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
③

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
医
療
費

窓
口
負
担
が
一
割
か
ら
二
割
に
な
る
。

市
独
自
の
助
成
制
度
を
つ
く
っ
て
負
担

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　

①
十
一
月
上
旬
に
、
保
険
事
業

に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

県
知
事
へ
の
要
望
を
行
っ
た
。
②
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
等
を
し
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て

井
上　

勝
博

建
設
水
道
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

小
村　

亮
一

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

大
田
黒　

博

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
対
策
調
査
特
別
委

員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

新
原　

春
二

陸上競技場周回道路

い
と
思
う
。
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
少
し
で
も
他
市
の
ま
ち
と
違
っ
た

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
の
事
業
施

策
に
つ
い
て
、
十
分
検
討
し
て
参
り
た

い
。

柴垣湯（入来町）
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に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
行
政
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
の
意
識
改
革
も
必
要
で
あ
り
、
市

内
に
あ
る
企
業
か
ら
も
講
師
を
招
き
、

研
修
会
を
実
施
さ
れ
た
い
。

⑥
甑
農
業
の
将
来
を
見
据
え
、
現
地
調

査
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
農
業
施
策
を

研
究
さ
れ
た
い
。

⑦
農
業
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

農
業
従
事
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
家
に
も
理
解
し
や
す
い
基
本

目
標
と
施
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑧
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
経
営
安
定
化

に
つ
い
て
は
、
国
・
Ｊ
Ｒ
へ
の
支
援
要

請
を
含
め
、
今
後
も
同
鉄
道
の
存
続
に

向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

⑨
樋
脇
観
光
拠
点
施
設
遊
湯
館
へ
は
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
比
野
温
泉
街
へ
の
誘
客
に
つ
い
て
の

施
策
を
旅
館
組
合
等
と
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
所
管
事
務
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
　

観
光
、
定
住
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

魅
力
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
検
討

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
幅
広
く
周
知

さ
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
児
童
育
成
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

薩
摩
川
内
市
立
宮
里
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
用
途
廃
止
後
、
宮
里
体
育
館
と

の
一
体
的
な
利
活
用
も
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

　

各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

十
二
月
十
九
日
・
二
十
一
日
開
催

（
一
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
必
要
な
地
域
の
特
性
を
反

映
し
た
も
の
と
さ
れ
た
い
。

②
四
十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
市

民
参
加
と
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の

制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
さ
れ
、
行
政
主
導
で
同
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

③
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
市
民
へ

説
明
す
る
際
は
、
ビ
デ
オ
の
利
用
も
検

討
さ
れ
た
い
。

④
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
と
の
会
合
の
場

で
公
表
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
理
解

託
分
に
つ
い
て

①
母
子
保
健
推
進
員
に
つ
い
て
は
、
妊

婦
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
な
支

援
体
制
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
生
活
保
護
申
請
受
付
時
の
説
明
は
、

申
請
者
に
受
給
要
件
等
が
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
母
子
世
帯

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
預
け
る
場
所

や
仕
事
の
斡
旋
な
ど
の
自
立
支
援
に
努

め
ら
れ
た
い
。

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

業
務
に
、
産
前
産
後
の
支
援
を
加
え
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

離
島
医
療
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
医
師
や

看
護
師
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
四
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
払
戻
し
の
勧
奨
通
知
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
よ
う
早
め
に
対
処
さ
れ
た
い
。

（
五
）
薩
摩
川
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
住
民

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
対
象

と
な
る
の
で
、
文
字
を
大
き
く
す
る
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
説
明
す
る

よ
う
工
夫
を
し
、
ま
た
、
夜
間
な
ど
の

時
間
帯
の
要
望
が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り

う
、
今
回
の
条
例
改
正
の
中
に
規
定
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

高
速
道
路
が
開
通
し
、
九
州
新

幹
線
の
全
線
開
通
時
は
新
大
阪
か
ら
の

乗
り
入
れ
も
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
車

・
鉄
道
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
Ａ
四
版
の
も
の
を

作
成
し
、
県
外
を
含
め
配
布
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
中
郷
上
池
に
は
野
鳥
が

多
く
生
息
し
て
い
る
が
、
観
光
客
の
た

め
に
野
鳥
に
関
す
る
案
内
看
板
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
人
の
目
を

引
く
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
、
県
外
を

含
め
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
あ
る
い
は
い

ろ
い
ろ
な
観
光
施
設
に
置
け
な
い
か
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
中
郷
上
池
の
野
鳥

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
参
考
に

な
る
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
案

内
板
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
、
研
究
を

し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
看
板
を

い
た
だ
き
、
短
期
間
の
保
険
証
の
交
付
、

あ
る
い
は
資
格
証
明
書
の
交
付
が
で
き

る
だ
け
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。
③
財

政
的
な
負
担
に
耐
え
が
た
い
の
で
、
現

実
的
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る

だ
け
医
療
費
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、
健

康
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
施
策
等
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

現
在
「
入
湯
税
の
課
税
免
除
」

を
受
け
、
指
定
管
理
者
制
度
で
委
託
経

営
さ
れ
て
い
る
温
泉
施
設
の
入
湯
税
は

課
税
さ
れ
て
い
な
い
が
、
税
の
使
途
の

中
に
は
、
予
算
を
付
け
改
修
工
事
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。
課
税
免
除
を
辞
め
、

他
の
民
間
温
泉
事
業
者
と
同
じ
よ
う
に

税
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
東
郷
温

泉
ゆ
っ
た
り
館
と
里
交
流
セ
ン
タ
ー
甑

島
館
の
二
施
設
の
み
、
市
町
村
合
併
の

と
き
か
ら
こ
れ
ま
で
課
税
免
除
を
し
て

い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
市
の
施
設
は

市
の
直
営
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
、
代

行
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
が
、
他
の
施
設
と
同
様
に
来
年
四
月

か
ら
課
税
を
行
い
、
減
免
は
し
な
い
よ

設
置
し
た
い
。

質
問　

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
、
公

共
施
設
を
中
心
に
充
実
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
運
動
会
、

ま
た
、
子
ど
も
達
が
参
加
す
る
体
育
大

会
等
に
も
、
万
が
一
に
備
え
て
準
備
す

る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
貸
出
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準
備
し
、

広
く
知
ら
せ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
、
市
の

公
共
施
設
等
に
現
在
七
十
一
台
を
設
置

　
　
　
　
　

委
員
長　

福
田　

俊
一
郎

市
民
福
祉
委
員
会

中郷上池

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
が
多
く
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
に
は
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準

備
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設

の
休
館
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
必

ず
し
も
貸
出
し
の
で
き
る
状
況
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
貸
出

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
別
途
導
入

し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

質
問　

川
内
小
学
校
区
の
死
亡
事
故
の

あ
っ
た
宮
里
町
宮
里
バ
ス
停
付
近
、
峰

山
小
学
校
区
高
江
町
猫
岳
の
麓
か
ら
峰

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
あ
る
。
歩
道

が
な
く
、
朝
の
通
学
時
間
帯
は
朝
日
が

目
に
入
り
、
事
故
の
多
い
箇
所
と
な
っ

て
い
る
。
用
地
買
収
の
現
況
及
び
危
険

箇
所
の
優
先
的
な
歩
道
設
置
、
測
量
設

計
等
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

県
道
四
十
三
号
川
内
串
木
野
線

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
倉
浦
地
区
で
の
り
面
工
事
と
宮

里
町
で
道
路
改
築
事
業
に
伴
う
用
地
取

得
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

入
湯
税
に
つ
い
て今

塩
屋　

裕
一

観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
手
法
に
つ
い

て

江
畑　

芳
幸

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
し
に
つ
い
て

中
島　

由
美
子

県
道
四
十
三
号
線
（
川
内
・
串

木
野
）
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

樗
木　

孝
治

各
常
任
委
員
会

報
告

　
　
　
　
　

委
員
長　

堀
之
内　

盛
良

企
画
経
済
委
員
会

遊　湯　館

宮里児童館



質
問　

合
併
し
て
薩
摩
川
内
市
を
象
徴

す
る
魚
は
キ
ビ
ナ
ゴ
で
あ
る
と
言
わ
れ

三
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
キ
ビ
ナ

ゴ
は
天
皇
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
、
店
頭

で
は
甑
島
の
キ
ビ
ナ
ゴ
が
阿
久
根
産
と

い
う
表
示
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
残

念
で
あ
る
。
早
く
、
こ
し
き
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
認
証
し
て
欲
し
い
と
考
え
る

が
、
取
組
状
況
等
は
ど
う
か
。

答
弁　

産
地
表
示
の
件
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
市
内
に
市
場

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在

市
場
の
建
設
構
想
を
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
大

変
厳
し
い
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
本
市
の
若
手
職
員
で
構
成

す
る
職
員
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
に
お
い

て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の
諸
手
続

き
等
を
含
め
、
現
在
一
生
懸
命
研
究
・

勉
強
し
て
お
り
、
研
究
が
ま
と
ま
っ
た

時
点
で
、
薩
摩
川
内
市
ブ
ラ
ン
ド
委
員

会
を
設
立
す
る
な
ど
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

環
境
に
影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

地
域
の
住
民
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
私
は
②
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て

お
り
、
県
も
そ
れ
を
参
考
に
し
て
関
係

地
域
あ
る
い
は
関
係
者
と
判
断
す
る
と

思
う
。

質
問　

①
母
子
保
健
事
業
（
健
康
さ
つ

ま
川
内
二
十
一
）
の
取
組
状
況
は
。
②

介
護
保
険
事
業
は
平
成
十
二
年
に
介
護

保
険
法
が
施
行
さ
れ
第
三
期
に
入
っ
て

い
る
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
ま
た
、
行
政

の
三
者
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

取
り
組
み
状
況
は
。
③
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
が
一
年
八
ヵ
月

経
過
し
て
い
る
が
、
問
題
点
、
課
題
は
。

答
弁　

①
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民

へ
の
啓
発
等
を
行
い
、
ま
た
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
や
母
子
保
健
推
進
員
等
の

活
動
を
通
じ
、
各
種
検
診
の
検
診
率
を

引
き
上
げ
た
い
。
②
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

ご
と
に
、
あ
る
い
は
小
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
意
見
交
換
会
を
開
き
、
課
題
、
情
報

の
共
有
化
を
密
接
に
し
て
い
る
。
③
セ

ン
タ
ー
職
員
の
専
門
職
の
確
保
、
研
修

⑦ 平成20年３月１日発行薩摩川内市議会だより ⑧平成20年３月１日発行 薩摩川内市議会だより

質
問　

心
臓
機
能
や
膀
胱
ま
た
は
直
腸

機
能
等
に
障
害
の
あ
る
内
部
障
害
者
は
、

外
見
か
ら
病
状
が
分
か
ら
な
い
た
め
に

社
会
生
活
の
中
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
公
共
施
設
等
に
お
け
る
障
害
者

用
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
に
施
設
の
整
備
も
含
め
、

内
部
障
害
者
の
存
在
が
視
覚
的
に
認
知

で
き
る
様
、
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の

普
及
啓
発
、
表
示
に
努
め
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

内
部

障
害
者
マ
ー

ク
で
あ
る
ハ

ー
ト
プ
ラ
ス

マ
ー
ク
の
公

共
施
設
の
駐

車
場
へ
の
表

示
や
、
あ
る

い
は
内
部
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
整
備
は
、

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

今
後
内
部
障
害
者
が
利
用
で
き
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
し
、
ハ
ー

ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の
普
及
・
啓
発
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
内
部
障
害
者

宮
里
町
で
は
、
交
通
安
全
上
、
志
奈
尾

神
社
か
ら
下
流
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
区
間

を
優
先
し
て
用
地
取
得
を
行
っ
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
関
係
も

あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
暫
定
的
な
歩
道
の
整

備
も
含
め
、
県
に
は
こ
れ
か
ら
も
整
備

促
進
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

①
浸
出
水
の
漏
え
い
は
い
つ
か

は
起
こ
る
。
影
響
を
受
け
る
範
囲
を
把

握
す
る
た
め
、
地
下
水
脈
調
査
が
必
要

で
は
。
②
市
長
は
、
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
、
可
否
の
判
断
を
す
る
と
い

う
が
、
地
域
住
民
と
は
ど
の
範
囲
か
。

③
処
分
地
が
整
備
地
と
な
っ
た
場
合
、

地
元
と
事
前
協
議
を
行
う
が
、
そ
の
時

の
関
係
地
域
、
関
係
者
の
範
囲
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

①
県
の
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員

会
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
整
理
さ

れ
る
よ
う
に
、
県
に
要
請
し
て
参
り
た

い
。
②
地
元
四
自
治
会
を
基
本
に
し
な

が
ら
、
処
分
場
の
設
置
等
に
伴
い
生
活

の
問
題
等
が
あ
る
の
で
、
な
お
一
層
資

質
向
上
に
努
力
し
た
い
。

質
問　

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
は
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
褒
め
て
育
て
よ
う

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
大
人
が
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
い
い
点
を
見
付
け
て

表
彰
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
奮

起
を
す
る
。
表
彰
に
よ
り
、
そ
の
良
い

面
を
伸
ば
す
こ
と
が
健
全
育
成
に
効
果

が
大
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た

薩
摩
川
内
市
の
特
有
あ
る
表
彰
制
度
を

制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

児
童
生
徒
を
表
彰
す
る
こ
と
は
、

大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
制
度
を
制
定
し
て
い
る
自

治
体
は
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
校
で
あ

り
、
小
・
中
学
生
が
約
九
千
人
以
上
い

る
本
市
の
場
合
は
、
課
題
が
多
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

既
存
の
規
則
な
い
し
要
綱
を
活
用
し
て

表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
け
ば
よ
い
と

考
え
る
。
よ
っ
て
、
新
た
な
条
例
の
制

定
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

用
ト
イ
レ
の
整
備
は
、
川
内
駅
に
整
備

し
て
い
る
の
で
、
他
の
施
設
に
お
い
て

も
、
既
存
の
ト
イ
レ
を
改
善
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

質
問　

合
併
四
年
目
を
迎
え
た
本
市
は
、

国
・
県
の
指
針
等
を
踏
ま
え
、
農
業
振

興
基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。
同

計
画
で
本
市
の
新
し
い
農
業
振
興
が
始

ま
る
こ
と
に
大
変
期
待
し
て
い
る
。
こ

の
計
画
が
国
・
県
の
補
助
事
業
の
受
け

皿
だ
け
で
な
い
、
本
当
の
意
味
の
本
市

の
計
画
と
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
手
法
で
目
標
設
定
を
し
、
五
年
後
の

結
果
を
出
す
つ
も
り
な
の
か
。

答
弁　

こ
の
計
画
は
、
合
併
前
旧
自
治

体
の
特
性
を
生
か
し
た
、
将
来
の
本
市

農
業
振
興
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
計

画
的
か
つ
効
果
的
な
も
の
と
し
、
五
ヵ

年
計
画
と
し
た
い
。
ま
た
、
国
や
県
の
、

あ
る
い
は
市
の
総
合
計
画
等
を
十
分
参

考
に
し
、
整
合
性
の
取
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

関
係
団
体
等
と
十
分
協
議
、
連
携
を
し

な
が
ら
実
行
性
の
あ
る
も
の
と
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
年
ご
と
に
進
行
管
理

を
実
施
し
な
が
ら
、
こ
の
計
画
の
目
標

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

質
問　

本
市
は
、
第
一
次
総
合
計
画
の

上
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
公
園
緑
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
緑
の
基
本
計
画

等
に
基
づ
き
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
身
近

な
公
園
や
緑
地
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

等
と
し
て
い
る
。
本
市
の
緑
の
基
本
計

画
策
定
と
、
そ
の
取
組
現
状
は
。
ま
た
、

今
後
の
公
園
緑
地
の
維
持
・
管
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

本
市
の
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
総
合
運
動
公
園
を
は
じ
め
、
現

在
整
備
を
し
て
い
る
各
公
園
の
進
捗
状

況
や
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
策
定

を
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
こ
の
計
画

を
策
定
す
る
と
き
に
併
せ
て
、
過
疎
・

少
子
化
の
た
め
に
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
、
荒
廃
化
し
た
公
園
も
含
め
て
、

公
園
の
整
備
計
画
、
維
持
・
管
理
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

質
問　

現
在
の
本
市
の
基
本
的
な
課
題

は
、
自
治
体
自
身
が
独
自
の
戦
略
を
持

ち
、
産
業
振
興
等
に
真
剣
に
着
手
し
、

取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
合
併
後
約
八

百
億
円
の
借
金
、
人
口
も
年
に
約
千
人

ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
道
州
制

を
踏
ま
え
、
北
鹿
児
島
の
中
心
的
役
割

を
担
う
為
に
も
、
同
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
を
誘
致
す
べ
き
だ
が
、
今
後
の
取
組

に
対
す
る
考
え
を
再
度
伺
う
。

答
弁　

同
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
将
来
発
展
の
た

め
の
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
構
想
と
し
て

熱
い
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
中

か
ら
の
一
つ
の
提
案
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
十
分
理
解
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
部
の
市
民
の
方
々

が
そ
う
い
う
取
組
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
今
後
あ
る
程
度

具
体
的
に
、
会
社
、
企
業
、
研
究
所
名

等
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
研
究
・
調

査
を
し
た
上
で
取
り
組
み
た
い
。

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ

い
て

佃　

昌
樹

保
健
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

寺
脇　

幸
一

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
の
制
定

に
つ
い
て

種
田　

弘
二
郎

内
部
障
害
者
、
内
臓
疾
患
患
者

の
安
全
、
安
心
の
確
保
に
つ
い

て

杉
薗　

道
朗

第
一
次
薩
摩
川
内
市
農
業
振
興

基
本
計
画
策
定
の
取
組
に
つ
い

て

古
里　

貞
義

緑
の
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い

て

堀
之
内　

盛
良

電
源
立
地
地
域
薩
摩
川
内
市
地

区
近
未
来
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
運
動

に
つ
い
て

宮
里　

兼
実

甑
島
か
ら
の
贈
り
物　
お
魚
に

つ
い
て　
キ
ビ
ナ
ゴ
の
ブ
ラ
ン

ド
化

森
永　

靖
子



質
問　

合
併
し
て
薩
摩
川
内
市
を
象
徴

す
る
魚
は
キ
ビ
ナ
ゴ
で
あ
る
と
言
わ
れ

三
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
キ
ビ
ナ

ゴ
は
天
皇
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
、
店
頭

で
は
甑
島
の
キ
ビ
ナ
ゴ
が
阿
久
根
産
と

い
う
表
示
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
残

念
で
あ
る
。
早
く
、
こ
し
き
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
認
証
し
て
欲
し
い
と
考
え
る

が
、
取
組
状
況
等
は
ど
う
か
。

答
弁　

産
地
表
示
の
件
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
市
内
に
市
場

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在

市
場
の
建
設
構
想
を
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
大

変
厳
し
い
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
本
市
の
若
手
職
員
で
構
成

す
る
職
員
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
に
お
い

て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の
諸
手
続

き
等
を
含
め
、
現
在
一
生
懸
命
研
究
・

勉
強
し
て
お
り
、
研
究
が
ま
と
ま
っ
た

時
点
で
、
薩
摩
川
内
市
ブ
ラ
ン
ド
委
員

会
を
設
立
す
る
な
ど
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

環
境
に
影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

地
域
の
住
民
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
私
は
②
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て

お
り
、
県
も
そ
れ
を
参
考
に
し
て
関
係

地
域
あ
る
い
は
関
係
者
と
判
断
す
る
と

思
う
。

質
問　

①
母
子
保
健
事
業
（
健
康
さ
つ

ま
川
内
二
十
一
）
の
取
組
状
況
は
。
②

介
護
保
険
事
業
は
平
成
十
二
年
に
介
護

保
険
法
が
施
行
さ
れ
第
三
期
に
入
っ
て

い
る
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
ま
た
、
行
政

の
三
者
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

取
り
組
み
状
況
は
。
③
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
が
一
年
八
ヵ
月

経
過
し
て
い
る
が
、
問
題
点
、
課
題
は
。

答
弁　

①
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民

へ
の
啓
発
等
を
行
い
、
ま
た
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
や
母
子
保
健
推
進
員
等
の

活
動
を
通
じ
、
各
種
検
診
の
検
診
率
を

引
き
上
げ
た
い
。
②
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

ご
と
に
、
あ
る
い
は
小
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
意
見
交
換
会
を
開
き
、
課
題
、
情
報

の
共
有
化
を
密
接
に
し
て
い
る
。
③
セ

ン
タ
ー
職
員
の
専
門
職
の
確
保
、
研
修

⑦ 平成20年３月１日発行薩摩川内市議会だより ⑧平成20年３月１日発行 薩摩川内市議会だより

質
問　

心
臓
機
能
や
膀
胱
ま
た
は
直
腸

機
能
等
に
障
害
の
あ
る
内
部
障
害
者
は
、

外
見
か
ら
病
状
が
分
か
ら
な
い
た
め
に

社
会
生
活
の
中
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
公
共
施
設
等
に
お
け
る
障
害
者

用
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
に
施
設
の
整
備
も
含
め
、

内
部
障
害
者
の
存
在
が
視
覚
的
に
認
知

で
き
る
様
、
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の

普
及
啓
発
、
表
示
に
努
め
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

内
部

障
害
者
マ
ー

ク
で
あ
る
ハ

ー
ト
プ
ラ
ス

マ
ー
ク
の
公

共
施
設
の
駐

車
場
へ
の
表

示
や
、
あ
る

い
は
内
部
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
整
備
は
、

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

今
後
内
部
障
害
者
が
利
用
で
き
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
し
、
ハ
ー

ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の
普
及
・
啓
発
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
内
部
障
害
者

宮
里
町
で
は
、
交
通
安
全
上
、
志
奈
尾

神
社
か
ら
下
流
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
区
間

を
優
先
し
て
用
地
取
得
を
行
っ
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
関
係
も

あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
暫
定
的
な
歩
道
の
整

備
も
含
め
、
県
に
は
こ
れ
か
ら
も
整
備

促
進
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

①
浸
出
水
の
漏
え
い
は
い
つ
か

は
起
こ
る
。
影
響
を
受
け
る
範
囲
を
把

握
す
る
た
め
、
地
下
水
脈
調
査
が
必
要

で
は
。
②
市
長
は
、
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
、
可
否
の
判
断
を
す
る
と
い

う
が
、
地
域
住
民
と
は
ど
の
範
囲
か
。

③
処
分
地
が
整
備
地
と
な
っ
た
場
合
、

地
元
と
事
前
協
議
を
行
う
が
、
そ
の
時

の
関
係
地
域
、
関
係
者
の
範
囲
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

①
県
の
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員

会
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
整
理
さ

れ
る
よ
う
に
、
県
に
要
請
し
て
参
り
た

い
。
②
地
元
四
自
治
会
を
基
本
に
し
な

が
ら
、
処
分
場
の
設
置
等
に
伴
い
生
活

の
問
題
等
が
あ
る
の
で
、
な
お
一
層
資

質
向
上
に
努
力
し
た
い
。

質
問　

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
は
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
褒
め
て
育
て
よ
う

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
大
人
が
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
い
い
点
を
見
付
け
て

表
彰
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
奮

起
を
す
る
。
表
彰
に
よ
り
、
そ
の
良
い

面
を
伸
ば
す
こ
と
が
健
全
育
成
に
効
果

が
大
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た

薩
摩
川
内
市
の
特
有
あ
る
表
彰
制
度
を

制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

児
童
生
徒
を
表
彰
す
る
こ
と
は
、

大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
制
度
を
制
定
し
て
い
る
自

治
体
は
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
校
で
あ

り
、
小
・
中
学
生
が
約
九
千
人
以
上
い

る
本
市
の
場
合
は
、
課
題
が
多
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

既
存
の
規
則
な
い
し
要
綱
を
活
用
し
て

表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
け
ば
よ
い
と

考
え
る
。
よ
っ
て
、
新
た
な
条
例
の
制

定
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

用
ト
イ
レ
の
整
備
は
、
川
内
駅
に
整
備

し
て
い
る
の
で
、
他
の
施
設
に
お
い
て

も
、
既
存
の
ト
イ
レ
を
改
善
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

質
問　

合
併
四
年
目
を
迎
え
た
本
市
は
、

国
・
県
の
指
針
等
を
踏
ま
え
、
農
業
振

興
基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。
同

計
画
で
本
市
の
新
し
い
農
業
振
興
が
始

ま
る
こ
と
に
大
変
期
待
し
て
い
る
。
こ

の
計
画
が
国
・
県
の
補
助
事
業
の
受
け

皿
だ
け
で
な
い
、
本
当
の
意
味
の
本
市

の
計
画
と
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
手
法
で
目
標
設
定
を
し
、
五
年
後
の

結
果
を
出
す
つ
も
り
な
の
か
。

答
弁　

こ
の
計
画
は
、
合
併
前
旧
自
治

体
の
特
性
を
生
か
し
た
、
将
来
の
本
市

農
業
振
興
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
計

画
的
か
つ
効
果
的
な
も
の
と
し
、
五
ヵ

年
計
画
と
し
た
い
。
ま
た
、
国
や
県
の
、

あ
る
い
は
市
の
総
合
計
画
等
を
十
分
参

考
に
し
、
整
合
性
の
取
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

関
係
団
体
等
と
十
分
協
議
、
連
携
を
し

な
が
ら
実
行
性
の
あ
る
も
の
と
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
年
ご
と
に
進
行
管
理

を
実
施
し
な
が
ら
、
こ
の
計
画
の
目
標

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

質
問　

本
市
は
、
第
一
次
総
合
計
画
の

上
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
公
園
緑
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
緑
の
基
本
計
画

等
に
基
づ
き
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
身
近

な
公
園
や
緑
地
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

等
と
し
て
い
る
。
本
市
の
緑
の
基
本
計

画
策
定
と
、
そ
の
取
組
現
状
は
。
ま
た
、

今
後
の
公
園
緑
地
の
維
持
・
管
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

本
市
の
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
総
合
運
動
公
園
を
は
じ
め
、
現

在
整
備
を
し
て
い
る
各
公
園
の
進
捗
状

況
や
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
策
定

を
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
こ
の
計
画

を
策
定
す
る
と
き
に
併
せ
て
、
過
疎
・

少
子
化
の
た
め
に
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
、
荒
廃
化
し
た
公
園
も
含
め
て
、

公
園
の
整
備
計
画
、
維
持
・
管
理
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

質
問　

現
在
の
本
市
の
基
本
的
な
課
題

は
、
自
治
体
自
身
が
独
自
の
戦
略
を
持

ち
、
産
業
振
興
等
に
真
剣
に
着
手
し
、

取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
合
併
後
約
八

百
億
円
の
借
金
、
人
口
も
年
に
約
千
人

ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
道
州
制

を
踏
ま
え
、
北
鹿
児
島
の
中
心
的
役
割

を
担
う
為
に
も
、
同
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
を
誘
致
す
べ
き
だ
が
、
今
後
の
取
組

に
対
す
る
考
え
を
再
度
伺
う
。

答
弁　

同
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
将
来
発
展
の
た

め
の
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
構
想
と
し
て

熱
い
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
中

か
ら
の
一
つ
の
提
案
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
十
分
理
解
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
部
の
市
民
の
方
々

が
そ
う
い
う
取
組
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
今
後
あ
る
程
度

具
体
的
に
、
会
社
、
企
業
、
研
究
所
名

等
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
研
究
・
調

査
を
し
た
上
で
取
り
組
み
た
い
。

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ

い
て

佃　

昌
樹

保
健
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

寺
脇　

幸
一

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
の
制
定

に
つ
い
て

種
田　

弘
二
郎

内
部
障
害
者
、
内
臓
疾
患
患
者

の
安
全
、
安
心
の
確
保
に
つ
い

て

杉
薗　

道
朗

第
一
次
薩
摩
川
内
市
農
業
振
興

基
本
計
画
策
定
の
取
組
に
つ
い

て

古
里　

貞
義

緑
の
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い

て

堀
之
内　

盛
良

電
源
立
地
地
域
薩
摩
川
内
市
地

区
近
未
来
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
運
動

に
つ
い
て

宮
里　

兼
実

甑
島
か
ら
の
贈
り
物　
お
魚
に

つ
い
て　
キ
ビ
ナ
ゴ
の
ブ
ラ
ン

ド
化

森
永　

靖
子



⑨ 平成20年３月１日発行薩摩川内市議会だより ⑥平成20年３月１日発行 薩摩川内市議会だより

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
行
政
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
の
意
識
改
革
も
必
要
で
あ
り
、
市

内
に
あ
る
企
業
か
ら
も
講
師
を
招
き
、

研
修
会
を
実
施
さ
れ
た
い
。

⑥
甑
農
業
の
将
来
を
見
据
え
、
現
地
調

査
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
農
業
施
策
を

研
究
さ
れ
た
い
。

⑦
農
業
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

農
業
従
事
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
家
に
も
理
解
し
や
す
い
基
本

目
標
と
施
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑧
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
経
営
安
定
化

に
つ
い
て
は
、
国
・
Ｊ
Ｒ
へ
の
支
援
要

請
を
含
め
、
今
後
も
同
鉄
道
の
存
続
に

向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

⑨
樋
脇
観
光
拠
点
施
設
遊
湯
館
へ
は
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
比
野
温
泉
街
へ
の
誘
客
に
つ
い
て
の

施
策
を
旅
館
組
合
等
と
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
所
管
事
務
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
　

観
光
、
定
住
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

魅
力
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
検
討

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
幅
広
く
周
知

さ
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
児
童
育
成
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

薩
摩
川
内
市
立
宮
里
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
用
途
廃
止
後
、
宮
里
体
育
館
と

の
一
体
的
な
利
活
用
も
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

　

各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

十
二
月
十
九
日
・
二
十
一
日
開
催

（
一
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
必
要
な
地
域
の
特
性
を
反

映
し
た
も
の
と
さ
れ
た
い
。

②
四
十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
市

民
参
加
と
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の

制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
さ
れ
、
行
政
主
導
で
同
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

③
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
市
民
へ

説
明
す
る
際
は
、
ビ
デ
オ
の
利
用
も
検

討
さ
れ
た
い
。

④
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
と
の
会
合
の
場

で
公
表
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
理
解

託
分
に
つ
い
て

①
母
子
保
健
推
進
員
に
つ
い
て
は
、
妊

婦
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
な
支

援
体
制
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
生
活
保
護
申
請
受
付
時
の
説
明
は
、

申
請
者
に
受
給
要
件
等
が
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
母
子
世
帯

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
預
け
る
場
所

や
仕
事
の
斡
旋
な
ど
の
自
立
支
援
に
努

め
ら
れ
た
い
。

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

業
務
に
、
産
前
産
後
の
支
援
を
加
え
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

離
島
医
療
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
医
師
や

看
護
師
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
四
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
払
戻
し
の
勧
奨
通
知
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
よ
う
早
め
に
対
処
さ
れ
た
い
。

（
五
）
薩
摩
川
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
住
民

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
対
象

と
な
る
の
で
、
文
字
を
大
き
く
す
る
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
説
明
す
る

よ
う
工
夫
を
し
、
ま
た
、
夜
間
な
ど
の

時
間
帯
の
要
望
が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り

う
、
今
回
の
条
例
改
正
の
中
に
規
定
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

高
速
道
路
が
開
通
し
、
九
州
新

幹
線
の
全
線
開
通
時
は
新
大
阪
か
ら
の

乗
り
入
れ
も
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
車

・
鉄
道
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
Ａ
四
版
の
も
の
を

作
成
し
、
県
外
を
含
め
配
布
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
中
郷
上
池
に
は
野
鳥
が

多
く
生
息
し
て
い
る
が
、
観
光
客
の
た

め
に
野
鳥
に
関
す
る
案
内
看
板
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
人
の
目
を

引
く
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
、
県
外
を

含
め
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
あ
る
い
は
い

ろ
い
ろ
な
観
光
施
設
に
置
け
な
い
か
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
中
郷
上
池
の
野
鳥

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
参
考
に

な
る
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
案

内
板
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
、
研
究
を

し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
看
板
を

い
た
だ
き
、
短
期
間
の
保
険
証
の
交
付
、

あ
る
い
は
資
格
証
明
書
の
交
付
が
で
き

る
だ
け
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。
③
財

政
的
な
負
担
に
耐
え
が
た
い
の
で
、
現

実
的
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る

だ
け
医
療
費
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、
健

康
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
施
策
等
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

現
在
「
入
湯
税
の
課
税
免
除
」

を
受
け
、
指
定
管
理
者
制
度
で
委
託
経

営
さ
れ
て
い
る
温
泉
施
設
の
入
湯
税
は

課
税
さ
れ
て
い
な
い
が
、
税
の
使
途
の

中
に
は
、
予
算
を
付
け
改
修
工
事
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。
課
税
免
除
を
辞
め
、

他
の
民
間
温
泉
事
業
者
と
同
じ
よ
う
に

税
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
東
郷
温

泉
ゆ
っ
た
り
館
と
里
交
流
セ
ン
タ
ー
甑

島
館
の
二
施
設
の
み
、
市
町
村
合
併
の

と
き
か
ら
こ
れ
ま
で
課
税
免
除
を
し
て

い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
市
の
施
設
は

市
の
直
営
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
、
代

行
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
が
、
他
の
施
設
と
同
様
に
来
年
四
月

か
ら
課
税
を
行
い
、
減
免
は
し
な
い
よ

設
置
し
た
い
。

質
問　

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
、
公

共
施
設
を
中
心
に
充
実
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
運
動
会
、

ま
た
、
子
ど
も
達
が
参
加
す
る
体
育
大

会
等
に
も
、
万
が
一
に
備
え
て
準
備
す

る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
貸
出
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準
備
し
、

広
く
知
ら
せ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
、
市
の

公
共
施
設
等
に
現
在
七
十
一
台
を
設
置

　
　
　
　
　

委
員
長　

福
田　

俊
一
郎

市
民
福
祉
委
員
会

中郷上池

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
が
多
く
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
に
は
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準

備
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設

の
休
館
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
必

ず
し
も
貸
出
し
の
で
き
る
状
況
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
貸
出

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
別
途
導
入

し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

質
問　

川
内
小
学
校
区
の
死
亡
事
故
の

あ
っ
た
宮
里
町
宮
里
バ
ス
停
付
近
、
峰

山
小
学
校
区
高
江
町
猫
岳
の
麓
か
ら
峰

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
あ
る
。
歩
道

が
な
く
、
朝
の
通
学
時
間
帯
は
朝
日
が

目
に
入
り
、
事
故
の
多
い
箇
所
と
な
っ

て
い
る
。
用
地
買
収
の
現
況
及
び
危
険

箇
所
の
優
先
的
な
歩
道
設
置
、
測
量
設

計
等
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

県
道
四
十
三
号
川
内
串
木
野
線

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
倉
浦
地
区
で
の
り
面
工
事
と
宮

里
町
で
道
路
改
築
事
業
に
伴
う
用
地
取

得
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

入
湯
税
に
つ
い
て今

塩
屋　

裕
一

観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
手
法
に
つ
い

て

江
畑　

芳
幸

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
し
に
つ
い
て

中
島　

由
美
子

県
道
四
十
三
号
線
（
川
内
・
串

木
野
）
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

樗
木　

孝
治

各
常
任
委
員
会

報
告

　
　
　
　
　

委
員
長　

堀
之
内　

盛
良

企
画
経
済
委
員
会

遊　湯　館

宮里児童館



質
問　

上
甑
島
は
山
が
浅
く
、
保
水
力

が
弱
い
為
、
今
年
み
た
い
に
秋
以
降
雨

が
少
な
い
と
、
水
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
る
。
毎
日
節
水
を
呼
び
掛
け
て
い

る
が
限
界
が
あ
る
。
雨
頼
み
で
は
な
く
、

緊
急
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
三
年
後
に
は
上
甑
町
の
簡
易
水
道

が
一
本
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
長
期

的
観
点
に
立
ち
、
抜
本
的
な
対
策
が
必

⑤ 平成20年３月１日発行薩摩川内市議会だより ⑩平成20年３月１日発行 薩摩川内市議会だより

対
応
さ
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

郊
外
の
市
営
住
宅
の
用
途
廃
止
に
当

た
っ
て
は
、
新
た
な
住
宅
を
建
設
さ
れ

た
い
。

（
二
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
区
画
整
理
事
業
に
伴
っ
て
、
柴
垣
湯

及
び
ア
ゼ
ロ
湯
を
整
備
す
る
際
は
、
景

観
を
含
め
、
温
泉
設
備
の
仕
様
等
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
た
い
。

②
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
補
助
枠
を
確
保
し
、
未
完
了
地
区

の
早
期
完
了
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
九
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

本
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
今

後
、
職
員
が
意
欲
を
持
っ
て
自
己
啓
発

で
き
る
よ
う
制
度
を
推
進
さ
れ
た
い
。

（
二
）
薩
摩
川
内
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
条
例
の
施
行
に
あ
っ
て
は
、
実
質

的
に
事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
入
湯
税
の
趣
旨
に
つ
い
て
広
報

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
等

の
目
的
税
の
性
格
を
配
慮
さ
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分
に
つ
い
て

①
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
統
一
は
理

解
す
る
が
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
配
慮
と
、

保
護
者
へ
の
援
助
を
早
期
に
検
討
さ
れ

た
い
。

②
司
書
補
嘱
託
員
の
報
酬
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
専
門
性
を
考
慮
し
た
額
を
検
討
さ

れ
た
い
。

③
司
書
補
嘱
託
員
の
配
置
に
あ
っ
て
は
、

管
理
面
よ
り
も
教
育
的
視
野
に
立
っ
て

実
施
し
、
各
学
校
現
場
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
業
務
の
平
準
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。

④
女
性
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
に
あ
っ

て
は
、
組
織
の
状
況
を
考
慮
し
、
調
整

さ
れ
た
い
。

⑤
薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園
の
陸
上

競
技
場
照
明
、
周
回
道
路
の
外
灯
に
つ

い
て
は
、
防
犯
灯
も
兼
ね
る
こ
と
か
ら

積
極
的
に
設
置
を
進
め
ら
れ
た
い
。

⑥
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
建
物
が
多
い
市
街
部
に
お
い
て

は
、
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、

優
先
的
な
整
備
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

（
四
）
薩
摩
川
内
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

①
人
員
適
正
化
の
一
環
と
し
て
職
員
数

削
減
だ
け
の
取
組
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
給
与
引
下
げ

の
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

②
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
額

に
対
し
て
は
、
人
員
削
減
等
の
対
応
に

つ
い
て
、
努
力
さ
れ
た
い
。

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
一
日
開
催

（
一
）
立
地
可
能
性
等
調
査
結
果
及
び

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て

　

参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
中
薗
参
事
、
藤

崎
技
術
補
佐
及
び
中
村
主
幹
兼
係
長
、

薩
摩
川
内
市
駐
在
の
前
田
参
事
、
種
子

島
参
事
及
び
新
田
参
事
付
並
び
に
県
が

調
査
を
委
託
し
て
い
る
応
用
地
質
株
式

会
社
の
大
山
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
及
び

眞
鍋
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
に
出
席
要
請

質
問　

新
し
い
行
政
課
題
と
し
て
、
保

育
園
・
幼
稚
園
の
無
料
化
、
も
し
く
は

全
世
帯
一
律
低
額
料
金
化
、
さ
ら
に
、

中
学
校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
自
己
負

担
の
無
料
化
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。
市
民
・
子
育
て
世
代
の
経
費
を
軽

減
す
る
事
で
、
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
、

ま
た
、
少
子
化
対
策
に
な
る
と
考
え
る
。

更
に
、
若
年
人
口
も
増
え
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
奨
励
金
の
支
払
方

法
の
見
直
し
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　

安
心
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
同
感
で
あ
る
。
本

年
四
月
か
ら
よ
う
や
く
三
歳
児
未
満
に

つ
い
て
の
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
実
際
に
そ
う
な
る

に
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
成
二
十
一
年
度
に
見
直
す
薩

摩
川
内
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
子
育
て
し
や
す
い
よ
う

に
、
少
し
で
も
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
性
を
見
出

し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
就
園
奨
励
金

の
関
係
は
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

各
特
別
委
員
会

報
告

質
問　

今
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
本
市
の
児
童

生
徒
の
学
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。
こ
の
学
力
テ
ス
ト
で

は
、
た
だ
単
に
学
力
の
み
を
調
査
す
る

の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
家
庭
で
の

生
活
態
度
等
ま
で
調
査
し
て
い
る
点
に

は
驚
い
た
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁　

小
学
校
は
、
国
語
・
算
数
と
も

に
県
の
平
均
正
答
率
を
全
て
上
回
っ
て

い
た
。
中
学
校
は
、
国
語
も
算
数
も
県

の
平
均
正
答
率
と
同
等
で
あ
り
、
本
市

の
小
・
中
学
校
と
も
学
力
は
劣
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
国
の
調
査
結
果
の
分
析

に
よ
る
と
、
基
礎
的
な
知
識
に
比
べ
て
、

そ
の
知
識
を
活
用
す
る
能
力
が
低
い
と

い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
本
市
も
同
じ

傾
向
だ
っ
た
。
ま
た
、
学
習
状
況
調
査

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
生
活
習

慣
と
学
力
の
相
関
関
係
は
非
常
に
深
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
結
果
を
受
け
、
各
学
校
に
は
児
童
生

徒
に
知
識
、
技
能
を
活
用
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
授

業
の
改
善
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
、
家

庭
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
た
い
。

安
心
子
育
て
・
薩
摩
川
内
市
宣

言
に
つ
い
て

川
添　

公
貴

上
甑
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て

和
田　

岸
夫

要
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

緊
急
の
対
策
は
、
利
用
可
能
な

河
川
水
の
活
用
や
浅
井
戸
の
試
掘
等
の

実
施
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
断
水
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

長
期
的
な
観
点
か
ら
の
対
策
は
、
里
地

区
か
ら
簡
易
水
道
を
結
び
、
上
甑
島
全

体
で
の
有
効
な
水
の
運
用
が
で
き
な
い

か
、
水
道
事
業
の
統
合
な
ど
を
含
め
て

検
討
す
る
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

①
保
険
料
を
安
く
す
る
た
め
に

県
へ
財
政
支
援
を
求
め
る
つ
も
り
は
な

い
か
。
②
高
齢
者
の
滞
納
者
か
ら
保
険

証
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
③

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
医
療
費

窓
口
負
担
が
一
割
か
ら
二
割
に
な
る
。

市
独
自
の
助
成
制
度
を
つ
く
っ
て
負
担

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　

①
十
一
月
上
旬
に
、
保
険
事
業

に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

県
知
事
へ
の
要
望
を
行
っ
た
。
②
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
等
を
し
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て

井
上　

勝
博

建
設
水
道
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

小
村　

亮
一

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

大
田
黒　

博

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
対
策
調
査
特
別
委

員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

新
原　

春
二

陸上競技場周回道路

い
と
思
う
。
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
少
し
で
も
他
市
の
ま
ち
と
違
っ
た

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
の
事
業
施

策
に
つ
い
て
、
十
分
検
討
し
て
参
り
た

い
。

柴垣湯（入来町）
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を
し
、
十
二
月
六
日
の
鹿
児
島
県
産
業

廃
棄
物
専
門
委
員
会
に
報
告
し
た
立
地

可
能
性
等
調
査
結
果
の
概
要
及
び
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
た
。

　

ま
ず
、
地
質
調
査
と
し
て
文
献
調
査

結
果
、
現
地
調
査
結
果
、
候
補
地
周
辺

の
地
下
水
状
況
、
第
四
紀
断
層
調
査
結

果
及
び
鉱
山
坑
道
分
布
調
査
結
果
、
静

水
圧
透
水
実
験
と
し
て
静
水
圧
透
水
実

験
の
概
要
及
び
候
補
地
基
礎
岩
盤
の
透

水
性
の
評
価
並
び
に
遮
水
構
造
と
し
て

遮
水
工
の
概
要
、
遮
水
工
の
検
討
（
遮

水
構
造
の
選
定
フ
ロ
ー
）、底
盤
部
遮
水

構
造
の
検
討
、
法
面
部
遮
水
構
造
の
検

討
、
当
候
補
地
に
お
け
る
遮
水
構
造
の

提
案
及
び
他
県
の
公
共
関
与
事
業
に
お

け
る
遮
水
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

次
に
、
鹿
児
島
県
産
業
廃
棄
物
専
門

委
員
会
で
の
主
な
意
見
及
び
そ
の
他
の

意
見
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
専
門
委

員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
元
説
明
会

で
は
用
語
解
説
の
資
料
を
追
加
し
て
い

る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
立
地
可
能
性
等
調
査
の
う
ち
、

覆
蓋
施
設
の
検
討
、
施
設
の
配
置
計
画

及
び
浸
出
水
処
理
施
設
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
来
年
三
月
開
催
予
定
の
鹿

児
島
県
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員
会
に
お

い
て
報
告
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
他
の
生
活
環
境
等
の
影
響
調

査
に
つ
い
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

説
明
を
受
け
、
そ
の
都
度
、
市
、
市
議

会
、
地
元
住
民
等
に
説
明
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
今
月
二
十
六
日
に
は
、
要
望
が
あ

っ
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
よ
る
振
動
・
騒

音
調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
鹿
児
島
県
が
市
、
市
議
会
、
地
元
住

民
等
へ
説
明
す
る
際
に
は
、
口
頭
の
説

明
で
は
誠
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
文
書
に
よ
る
報
告
・
説

明
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

②
鹿
児
島
県
は
、
県
内
に
産
業
廃
棄
物

管
理
型
最
終
処
分
場
が
一
ヵ
所
も
な
い

現
状
を
認
識
し
、
県
の
考
え
方
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
地
元
住
民
等
と

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た

い
。

③
鹿
児
島
県
の
主
催
で
行
う
地
元
説
明

会
に
お
い
て
は
、
ル
ジ
オ
ン
値
な
ど
の

専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解

し
や
す
い
表
現
と
す
る
こ
と
や
、
簡
易

模
型
等
を
用
い
る
な
ど
、
説
明
要
領
を

工
夫
さ
れ
た
い
。

④
採
石
場
の
操
業
継
続
に
つ
い
て
は
、

地
元
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
業
者
と

十
分
協
議
を
行
わ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

修
二

質
問　

本
市
の
認
定
基
準
と
し
て
、
所

得
目
標
、
年
間
三
百
八
十
万
円
程
度
、

労
働
時
間
目
標
、
年
間
二
千
時
間
程
度

と
な
っ
て
い
る
が
、
認
定
状
況
は
ど
う

か
。
五
年
毎
の
更
新
で
再
認
定
、
再
々

認
定
者
も
い
る
が
、
改
善
計
画
の
目
標

達
成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
こ
れ
ら
未
達
成
者
に
対
す
る
育
成

支
援
方
法
と
本
市
で
の
認
定
農
業
者
の

数
値
目
標
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺
う
。

答
弁　

現
在
、
本
市
の
中
に
は
認
定
農

業
者
が
二
百
二
名
、
個
人
が
百
七
十
九

名
、
法
人
が
二
十
三
団
体
い
る
。
改
善

計
画
の
目
標
達
成
状
況
で
は
、
大
体
七

割
以
上
の
方
が
所
得
目
標
は
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
労
働
時
間
目
標
は
な
か

な
か
農
業
者
の
皆
さ
ん
方
に
は
達
成
し

が
た
い
数
値
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
反
省
を
踏

ま
え
て
、
今
後
、
認
定
農
業
者
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
参
り
た

い
。
本
市
の
認
定
農
業
者
の
目
標
数
は

二
百
二
十
四
名
で
あ
る
。

認
定
農
業
者
の
現
状
と
今
後
の

育
成
に
つ
い
て

薩
摩
川
内
市
の
「
自
治
基
本
条

例
」
策
定
計
画
に
つ
い
て

江
口　

是
彦

質
問　

①
策
定
し
よ
う
と
す
る
自
治
基

本
条
例
の
特
徴
は
何
か
。
こ
の
条
例
の

中
で
、
薩
摩
川
内
市
は
何
を
大
事
に
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
規
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
②
市
民
参
画
・
協
働
の
仕
組

み
づ
く
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
策

定
過
程
で
の
「
協
働
」
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
③
「
市
民
投
票
制

度
」
に
つ
い
て
も
、
条
例
の
中
に
し
っ

か
り
書
き
込
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

は
、
地
区
振
興
計
画
等
を
策
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
そ
の
活
動
根
拠
を
規
定
し
て
な

か
っ
た
の
で
、
条
例
化
し
た
い
。
条
例

を
つ
く
る
際
に
は
、
情
報
共
有
や
協
働

・
参
画
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
大
事
に

し
た
い
。
②
市
内
四
十
八
ヵ
所
を
め
ど

に
開
催
す
る
意
見
交
換
会
、
総
合
計
画

審
議
会
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
女
性
五
十

人
委
員
会
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
の
機
会
を
協
働
と
考
え
て
い
る
。
③

本
市
と
し
て
は
、
民
意
の
反
映
は
議
会

を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
住
民
投
票
制

度
は
消
極
的
に
解
し
て
い
る
。

質
問　

市
長
は
九
州
新
幹
線
全
線
開
通

時
ま
で
に
は
、
川
内
・
甑
島
間
に
超
高

速
船
を
就
航
さ
せ
た
い
と
答
弁
さ
れ
て

い
る
が
、
川
内
・
甑
島
航
路
の
開
設
は
、

島
民
の
利
便
性
の
向
上
、
観
光
産
業
の

振
興
促
進
、
薩
摩
川
内
市
民
の
一
体
感

醸
成
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
が
、
薩
摩
川
内
市
が
建
造
を

計
画
し
て
い
る
超
高
速
船
の
性
能
及
び

実
現
の
た
め
の
課
題
を
示
さ
れ
た
い
。

答
弁　

私
は
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
甑

島
に
つ
い
て
は
、
「
宝
の
島
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に
申
し

て
き
た
。
こ
の
航
路
を
実
現
す
る
た
め

に
は
「
財
源
の
確
保
」、「
運
航
事
業
者

の
決
定
」、「
川
内
港
の
整
備
」
等
の
課

題
が
あ
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

甑
島
市
民
の
お
考
え
、
意
見
で
あ
る
。

な
お
、
超
高
速
船
に
つ
い
て
は
、
時
速

七
十
キ
ロ
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

川
内
・
甑
島
航
路
開
設
に
向
け

て
の
構
想
等
に
つ
い
て

鷺
山　

和
平

災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
の

提
供
に
つ
い
て

福
田　

俊
一
郎

質
問　

①
災
害
時
に
お
け
る
各
地
か
ら

の
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の

方
針
は
。
②
食
料
、
飲
料
水
、
生
活
必

需
品
等
の
備
蓄
物
資
計
画
に
お
け
る
流

通
在
庫
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
民
間
業
者

等
と
の
食
料
供
給
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
組
は
。
③
災
害
対
応

型
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　

①
規
定
に
基
づ
い
て
、
問
題
の

な
い
よ
う
対
処
し
て
参
り
た
い
。
②
食

料
供
給
協
定
等
は
、
ま
だ
締
結
し
て
い

な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
参
り
た
い
。
③
災
害
時
に
お
い
て
、

飲
料
水
の
確
保
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

瀬
尾　

和
敬

平成１９年第５回定例会議決結果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

企画経済委員会への付託分

財産の取得について（光ファイバケーブル心線） 原案可決議案第１４７号

薩摩川内市の農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

原案可決議案第１４９号

薩摩川内市祁答院いむた滝の山森林浴の森条例の一部を改正す
る条例の制定について  

原案可決議案第１５０号

薩摩川内市東郷温泉総合施設条例の一部を改正する条例の制定
について     

原案可決議案第１５１号

薩摩川内市いこいの村いむた池条例の一部を改正する条例の制
定について 

原案可決議案第１５２号

薩摩川内市里交流センター条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 

原案可決議案第１５３号 

薩摩川内市塔之原活性化施設条例の一部を改正する条例の制定
について 

原案可決議案第１５４号

財産の取得について（支所用パソコン） 原案可決議案第１４８号 

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号
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一　般　質　問
⑫　樗木　孝治　議員　（薩摩川内会） 

⑭　寺脇　幸一　議員　（むつみ会）

◎以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙面の
　都合上、質問項目のうち議員が希望した１項目
　を掲載してあります。
　詳しくは会議録をご覧ください。なお、議員名
　の後段の（　）内は所属会派の名称です。

１　県道４３号線の整備状況について
２　原子力発電所立地（旧高江村）地元３町に
　対する支援策について

１　自治基本条例の策定について
２　甑島の漁業振興のために

③　江口　是彦　議員　（青雲会）

１　市長の政治姿勢について
２　福祉行政について

 ①　高橋　修二　議員  （友和会）

１　認定農業者の現状と今後の育成について

 ②　鷺山　和平　議員  （むつみ会）
１　川内・甑島航路開設に向けての構想等につ
　いて
２　上甑島の道路整備について

⑬　佃　昌樹　議員　（市民クラブ）

１　自治基本条例の制定に向けた取組
２　核燃料税と使用済核燃料税についての対応
３　災害時における救援物資の提供
４　インフルエンザ菌ｂ型（Hib）対策への方針

１　上甑の渇水対策について

④　福田　俊一郎　議員　（薩摩川内会）

 ⑤　瀬尾　和敬　議員　（青雲会）

 ⑥　川添　公貴　議員　（創政会）

⑦　和田　岸夫　議員　（むつみ会）

⑧　井上　勝博　議員　（日本共産党）

１　市職員の資質向上策について
２　民間活力によるまちづくり構想について
３　全国学力テストについて

１　安心子育て・薩摩川内市宣言について

１　公共関与型産廃施設建設問題について
２　後期高齢者医療制度について
３　自衛隊への個人情報提供問題について

１　市政への提言
２　公共関与型管理型最終処分場に関連して
３　一般競争入札について

⑨　今塩屋　裕一　議員　（薩摩川内会）

１　入湯税について
２　工業団地について

⑮　種田　弘二郎　議員　（新生会）
１　児童生徒の表彰制度の制定について
２　学校の運動場のライン引きなどに使用され
　ている消石灰について

⑯　杉薗　道朗　議員　（公明党）
１　外来有害生物への対応について
２　ハイタウン平佐住宅に郵便ポストを
３　陸上競技場に照明設備を
４　内部障害、内臓疾患患者の安全、安心の確
　保について

⑰　古里　貞義　議員　（新生会）
１　第一次薩摩川内市農業振興基本計画策定の
　取組について
２　職員給与の格差是正について

⑱　堀之内　盛良　議員　（むつみ会）
１　緑の基本計画策定について

⑪　中島　由美子　議員　（公明党）
１　インフルエンザ対策について
２　妊婦健診５回までの無料化について
３　ＡＥＤ設置状況と貸出しについて
４　学校司書の嘱託化に向けてと図書室の読書
　環境について

⑩　江畑　芳幸　議員　（市民クラブ）
１　消防広域化に対する考えは
２　森林政策について
３　観光施設のＰＲ手法について

⑲　宮里　兼実　議員　（むつみ会）
１　電源立地地域薩摩川内市地区近未来バイオ
　クリーン総合研究センターの誘致運動につい
　て

⑳　森永　靖子　議員　（薩摩川内会）
１　竜宮文化フェスタ　こしきの恵・食の祭典
　について
２　ファミリーサポートセンターについて

薩摩川内市普通公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１５６号

薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１５７号

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

市民福祉委員会への付託分

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６７号

薩摩川内市児童育成施設条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決議案第１５５号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算   

原案可決議案第１６５号

平成１９年度薩摩川内市老人保健医療事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６８号

薩摩川内市後期高齢者医療に関する条例の制定について 原案可決議案第１７１号

薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて    

原案可決議案第１７２号 

建設水道委員会への付託分 

薩摩川内市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定につ
いて  

原案可決議案第１５８号

平成１９年度薩摩川内市介護サービス事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６６号

平成１９年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６９号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６０号

平成１９年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６１号

平成１９年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１６２号

平成１９年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決議案第１６３号

平成１９年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算  

原案可決議案第１６４号

総務文教委員会への付託分
薩摩川内市報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正す
る条例の制定について

修正可決議案第　８３号

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

原案可決議案第１４３号

薩摩川内市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について 原案可決議案第１４２号

薩摩川内市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１４４号
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◎財産の取得について次の４件が可決されました。

◎平成１９年度第２〜４回補正予算が可決されました。
区　　　　　分 予算現額 補正額 補正後の額

一　　般　　会　　計 47,466,809 136,567 47,603,376

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡易水道事業 751,100 8,932 760,032
温泉給湯事業 63,110 1,049 64,159
公共下水道事業 514,662 △9,979 504,683
漁業集落排水事業 114,680 55 114,735
天辰第一地区土地区画整理事業 1,697,844 △129,348 1,568,496
川内駅周辺地区土地区画整理事業 944,482 20,239 964,721
入来温泉場地区土地区画整理事業 250,443 170 250,613
国民健康保険直営診療施設勘定 1,011,962 △6,139 1,005,823
介護サービス事業 232,293 616 232,909
国民健康保険事業 11,727,650 165,944 11,893,594
老人保健医療事業 13,832,400 23,166 13,855,566
介護保険事業 8,398,029 202,960 8,600,989

　　公営企業会計（水道事業）
収益的収入 1,364,279 0 1,364,279
収益的支出 1,330,426 757 1,331,183
資本的収入 166,694 0 166,694
資本的支出 1,060,059 58 1,060,117

　　公営企業会計（自動車運送事業）
収益的収入 128,364 0 128,364
収益的支出 128,364 （組替え）0 128,364
資本的収入 300 0 300
資本的支出 801 0 801

（一般会計）
　・大雨による林道椿線の地すべり災害復旧（上甑町平良地内）　１００，０００千円
（特別会計　国民健康保険事業）
　・高額療養費（未申請者に対するもの）　１５１，２００千円

主な内訳

１. ICカード標準システム機器の購入
　　●証明書広域交付サーバ…………１台
　　●自動交付機………………………４台
　　●窓口交付端末……………………８台
　　●移動連絡車端末…………………２台　　　　　　　一式　２７，９７５，１５０円

２. 小学校教育用コンピュータの購入
　　コンピュータ２４７台及びその周辺機器等　　　　　　　　５９，４３０，０００円
　　●水引小学校……３３台　　●育英小学校……４０台　　●八幡小学校……１５台
　　●高来小学校……２３台　　●城上小学校……１４台　　●吉川小学校………７台
　　●陽成小学校……１２台　　●湯田小学校……１０台　　●西方小学校………７台
　　●樋脇小学校……３１台　　●市比野小学校…３８台　　●倉野小学校………５台
　　●藤本小学校………５台　　●野下小学校………７台

３. 本土・甑島間ネッワーク増速整備用の光ファイバケーブル心線の購入
　　光ファイバケーブル心線（６心）３９，１００メートル　　　２３，２７２，３０５円

４. 支所用パソコンの購入
　　統合内部システムの導入に伴う機器整備用　１９５台　　　２３，３４１，５００円

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

平成１９年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算  

原案可決議案第１７９号

平成１９年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７７号

平成１９年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決議案第１８０号

平成１９年度薩摩川内市水道事業会計補正予算 原案可決議案第１８４号

薩摩川内市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について     原案可決議案第１４６号

薩摩川内市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について    

原案可決議案第１７０号

本会議審議（委員会への付託省略分）
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び鹿児島県市町村総合事務組合規約の変更について

原案可決議案第１３８号

鹿児島県市町村総合事務組合の財産処分について 原案可決議案第１３９号

財産の取得について（ＩＣカード標準システム機器） 原案可決議案第１４０号

鹿児島県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数
の減少について

原案可決議案第１４１号

人権擁護委員候補者の推薦について  同　　意議案第１８６号
〜議案第１８９号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１９０号

（単位：千円）

平成１９年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７６号

平成１９年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決議案第１７８号

平成１９年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７４号

平成１９年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７５号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１５９号

平成１９年度薩摩川内市自動車運送事業会計補正予算 原案可決議案第１８５号

平成１９年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算 

原案可決議案第１８１号

平成１９年度薩摩川内市介護サービス事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８２号

平成１９年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８３号

平成１９年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７３号

財産の取得について（小学校教育用コンピュータ） 原案可決議案第１４５号
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請願・陳情の処理状況・議会のうごき等・・・・Ｐ 14 

議 会 の う ご き
１０日　鹿児島県市議会議員研修会（鹿児島市）全議員
１６日　議員定教問題調査検討特別委員会
２２日　総務文教委員会・河川改修対策調査特別委員会
２３日　議会運営委員会行政視察　〜２５日
２８日　議会運営委員会
　４日　議員定教問題調査検討特別委員会
１２日　産業廃棄物管理型最終処分場対策調査特別委員会行政視察
　　　　〜１４日
１５日　議会運営委員会
２０日　原子力発電所対策調査特別委員会
２６日　本会議
　６日　本会議（一般質問）
　７日　本会議（一般質問）
１０日　本会議（一般質問）
１４日　企画経済委員会・建設水道委員会
１７日　企画経済委員会・建設水道委員会
１８日　総務文教委員会・市民福祉委員会
１９日　総務文教委員会・市民福祉委員会
２７日　本会議

　本会議は、原則、どなたでも傍聴できま
す。
　傍聴席は市役所４階にありますので、傍
聴席入口の申込書に住所・氏名等を記入し
受付箱に入れて傍聴してください。
　庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティ
センター等、一部の市の施設でも本会議の
映像配信をしています。

発行　薩 摩 川 内 市 議 会 　　　　　　〒895-8650　　鹿 児 島 県 薩 摩 川 内 市 神 田 町 3 番 2 2 号
編集　議 会 だ よ り 編 集 委 員 会  　　TEL  0996-23-5111（代表）　FAX  0996-23-5015
　　　　　　　　　　　　　　　　　    ホームページ　http://www.city.satsumasendai.kagoshima.jp

（12 月３日〜 12 月 26 日）

請 願 ・ 陳 情 の 処 理 状 況

１月

２月

３月

平成１９年第５回定例会 

番号 件              名 結  果
陳情第　８号 ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書の採択についての陳情書 不 　 採 　 択
陳情第　９号 建設関係建設コンサルタントの指名等級の見直しに関する陳情書 陳情取り下げ
陳情第１１号 日本の森林・林業・木材関連産業政策と国有林野事業の健全化を求め

る陳情書 採　　　　択

陳情第１２号 甑島航路の重要港湾川内港からの発着についての陳情書 採　　　　択
請願第１３号 鹿児島県消防広域化計画策定に対する請願書 請願取り下げ
請願第１４号 公契約条例制定に向けての請願書 不 　 採 　 択

意 　 見 　 書
次の意見書を可決し、関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先
鹿児島県核燃料税の定率配分に関する意見書 鹿児島県知事
森林・林業・木材関連産業政策と国有林野事業の
健全化を求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、
農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣

※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら、議会事務局に問い合わせください。
　（ホームページでもお知らせいたします。）

　川内駅前から国道３号にかけて
約１ｋｍ、木市・陶器市・お魚市
などさまざまな店が軒を連ねます。
また、川内駅前ステージではキャ
ラクターショーも開催されます。

きやんせふるさと
フェスタ

3月15日（土）〜16日（日）開催

　平成２０年１月１日発行新年号の６ページに掲載しました「平
成１８年度各会計決算収支状況表中、水道事業（収益的収支）」
に誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上げます。
　【歳出総額】　　　　　
　　　　　　　　　　正　１，２４８，１４５千円
　　　　　　　　　　誤　１，２８４，１４５千円
　【歳入歳出差引残額及び、実質収支】
　　　　　　　　　　正　　　１３８，７８１千円
　　　　　　　　　　誤　　　１０２，７８１千円

お詫びと訂正について

　川内駅より車で約30分のとこ
ろにある藤川天神は、太宰府に左
遷された後、ここに隠退、没した
とされる菅原道真公を祀る神社。
境内には道真公お手植えの一株が
繁茂したといわれる梅、約150本
があります。

藤
ふじか わ て ん じ ん

川天神臥
が

竜
りゅう

梅
ばい

見頃は、2月中旬から3月初旬


